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筑波大学では 2003 年より大腿骨頭壊死症に対して濃縮自家骨髄血移植術を行ってきた。今回その 10 年成

績を報告する。2003年から 2008年に 69例109関節に対して手術を行い、そのうち 44例 80関節が10年以上

経過観察可能であった。平均年齢42歳、男性21例、女性23例、追跡率は73%で、平均観察期間は12年だっ

た。 

 

 

1. 研究目的  

濃縮自家骨髄血移植術の 10 年成績を報告すること。

THA 移行の予測因子を検討すること。 

 

2. 研究方法 

2003 年から 2008 年に非外傷性大腿骨頭壊死に対

して濃縮自家骨髄血移植術を行った69例109股のう

ち、10 年以上経過観察可能だった 44 例 80 股（追跡

率:73.4%）を対象とした。平均年齢は 42 歳、男性 21

例、女性 23 例、平均観察期間は 12 年、ステロイド関

連が 56 股、アルコール関連が 19 股、狭義特発性が

5股だった。Stage1, 2, 3A, 3B, 4 がそれぞれ 12, 31, 

14, 18, 5股で、TypeA, B, C1, C2がそれぞれ4, 1, 27, 

48 股だった。 

THA 移行率、Stage 1, 2 での圧潰発生率、THA 移

行の予測因子を評価した。 

 

3. 研究結果 

 THA 移行率は全体で 34% (27/80)、圧潰率は 49% 

(21/43)だった。THA 移行を目的変数とし、性別、年

齢、BMI、観察期間、関連因子、Type、Stage を説明

変数として名義ロジスティック回帰分析を行うと BMI と

Stage が有意な関連因子だった。 

 

4. 考察 

 濃縮自家骨髄血移植術による治療効果のメカニズ

ムはまだはっきりと解明はされていないが、いくつか

推察はなされている。壊死領域においては、骨髄内

圧の上昇や、間葉系幹細胞、成長因子の減少、血流

減少などが観察される。濃縮自家骨髄血移植術は

core decompression を行い、壊死領域に間葉系幹細

胞や種々の成長因子を含んだ buffy coat 層を移植す

る手術である。Core decompressionによる骨髄内圧の

減少、周囲正常組織からの骨髄血のparacrine効果、

間葉系幹細胞、成長因子を含んだ buffy coat 層を移

植することにより壊死の修復に寄与していると考えら

れている。 

 本研究の THA 移行率は 34%だったが、これは自然

経過や、core decompression 単独と比較すると低い

傾向だった。Hernigou P らは自然経過では平均 14

年の経過で THA 移行率は 75％、Koo KH らは core 

decompression 後平均 2 年での THA 移行率は 72%

だったと報告している。一方で Hernigou P らは core 

decompression と骨髄血移植を組み合わせることで

THA移行率は18%まで低下したと報告している。本研

究の限界点として、後ろ向き研究で対称群が無いこと

が挙げられる。 

 

5. 結論 

濃縮自家骨髄血移植術後の平均 12 年の経過で

THA移行率は 34％、Stage1, 2 の圧潰発生率は 49%

だった。THA移行はBMI・術前Stageと有意な関連が

あった。 
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